
丹生川漁業協同組合内共第13号第5種共同漁業権遊漁規則

（目 的）
第1条 この規則は、丹生川漁業協同組合（以下「組合」という。）の有する内共第13

号第5種共同漁業権に係る漁場（以下単に「漁場」という。）の区域において、組合員以
外の者のする当該漁業権の対象となっている水産動植物（あゆ、あまご、いわなをいう。
以下同じ。）の採捕（以下「遊漁」という。）についての制限に関して必要な事項を定めるも
のとする。

（遊漁の承認及び遊漁料の納付義務）
第2条 漁場区域内において遊漁をしようとする者は、あらかじめ、組合に申請してその

承認を受けなければならない。
2前項の規定による申請は、日券の場合には口頭で、その他の場合には遊漁対象水産

動、漁具、漁法、遊漁区域及び遊漁期間を記載した遊漁承認申請書を提出しなけれ
ばならない。

3組合は、第1項の規定による申請があったときは、当該遊漁の承認により当該水産動
物の繁殖保護、組合員若しくは他の遊漁者 （第1項の承認受けた者をいう。以下同
じ。）の行う水産動物の採捕に著しい支障があると認められる場合又は第11条に規定
する場合を除き、第1項の承認をするものとする。

4 遊漁者は、直ちに、第7条第1項の遊漁料を同条第2項の方法により組合に納付し
なければならない。

（漁具・漁法の制限）
第3条 別表1 左欄に掲げる遊具、漁法による遊漁は、それぞれ右欄に規定する規模の

範囲内でなければならない。
2別表2に掲げる漁法による遊漁をしてはならない。

（遊漁期間）
第 4 条 各魚種の遊漁期間は3の別表とおりとする。別表3の左襴に揚げる魚種を対象

とする遊漁は、それぞれの右欄に揚げる期間内で行わなければならない。
2前項の公表は、組合の掲示場に掲載してするものとする。

（禁止区域）
第5条 前 条の規定による期間内であっても、別表4のア襴に掲げる区域内においては、

イ欄に掲げる漁具・漁法により、ウ欄に揚げる期間中は、遊漁してはならない。

（全長制限）












